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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：歯学・補綴理工系歯学 
キーワード：インプラント，骨造成，チタンメッシュ 
 
１．研究計画の概要 

目的は、従来の骨膜下インプラントと骨造
成に用いるチタンメッシュの利点を併せ持
つ新しい骨膜下インプラント（チタンメッシ
ュ型骨膜下インプラント）を開発し、臨床応
用の可能性を検討することにある。このチタ
ンメッシュ型骨膜下インプラントは、骨造成
のためのチタンメッシュと維持機構のため
の支台装置設置部とを骨格をなすチタン鋳
造体によって一体化させたものである。 
(1)皮質骨上のチタンメッシュ試料内に新生
骨が造成される最適条件を明らかにする。 
(2)骨造成のためのチタンメッシュと支台装
置設置部を具備したチタン鋳造体による骨
膜下インプラントの作製方法を明らかにす
る。 
(3)(1)(2)の実験結果から得た最適条件下で
作製したチタンメッッシュ型骨膜下インプ
ラントを行い、インプラントと皮質骨との機
械的性質（固定度、引っ張り強度）を検討し、
インプラント周囲の様相を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)皮質骨上のチタンメッシュ試料内に新生
骨が造成される最適条件の検討 
①チタンメッシュ試料（直径 10mm）を以下の
3種類作製した． 
・チタンメッシュ＋チタン鋳造体 
・（チタンメッシュ＋チタン鋳造体）にＨＡ

Ｐコーティング 
・（チタンメッシュ＋チタン鋳造体）にＨＡ

Ｐコーティング＋ＨＡＰ顆粒（ポーラス） 
まずチタン鋳造体部分のワックスアップ

を行い，チタン鋳造機（現有設備，バルカン
Ｔ）を用いて鋳造し，チタンメッシュとチタ

ン鋳造体をろう付けした後，チタン試料の２
／３に，化学的にＨＡＰをコーティングした．
ＨＡＰをコーティングした試料のうち１/２
にはＨＡＰ顆粒（ポーラス）を填塞した． 
また，造成骨の高さも合わせて検討するた

めに，上記の3種類の試料にそれぞれ高さを
2mm，3mm，5mmと設定したものをそれぞれ作
製した． 
②その後，皮質骨試料（日本白色ウサギ(18
羽)の頭蓋骨）のうち，ドリリングを行って
固定する試料について，ドリリングのための
孔を作製したが，ボーンスクリューのサイズ
と合わせながら，皮質骨に固定できるサイズ
の作製が困難であり，固定のための形態の付
与方法について検討，作製中である． 
(2)チタンメッシュ型骨膜下インプラントの
作製 
無歯部顎堤形態（ヒト下顎乾燥骨）を３次

元ＣＴを用いてシミュレーションした．無歯
部顎堤形態シミュレーションモデル上で，骨
造成のためのチタンメッシュの変形を防止
し，かつ支台装置接続機構（高さ約 4mm）を
固定するためのチタン鋳造体を設計した．歯
槽骨にネジ止めするためのネジ穴も同時に
設置した． 
 

３．現在までの達成度 
④遅れている 
（理由） 
 チタンメッシュ試料の作製において，当初
では 2年間で最適条件の検討ができる予定で
あったが，試料の作製に予定以上の時間がか
かり，また作製途中で，他の検討事項も出現
したため． 
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４．今後の研究の推進方策 
(1)皮質骨上のチタンメッシュ試料内に新生
骨が造成される最適条件の検討 
①チタンメッシュ試料（直径 10mm）を 3種類
作製後，皮質骨試料（日本白色ウサギ(18 羽)
の頭蓋骨）のうち，ドリリングを行って固定
する試料について，固定のための形態を付与
する． 
②チタンメッシュ試料を頭蓋骨に，専用ドラ
イバーを用いチタン製ボーンスクリュー（日
本ストライカー社製）にて固定する． 
③２週ごとに X 線写真撮影を規格して行う．
④３カ月後に病理切片を切り出す． 
⑤支台装置接合部を含む切片を非脱灰でプ
ラスチック樹脂に包埋し，研磨標本を作製す
る． 
⑥塩基性フクシン・メチレンブルー２重染色
を行った後，光学顕微鏡（現有設備，オリン
パス CX41）を用いて，硬組織・細胞成分の観
察を行いデジタルカメラにて記録する． 
(2)チタンメッシュ型骨膜下インプラントの
作製 

３次元ＣＴを用いてシミュレーションし
た無歯部顎堤形態シミュレーションモデル
上で，骨造成のためのチタンメッシュ型骨膜
下インプラントを作製するシステムを確立
する． 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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